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あらまし：初修外国語教育を対象としたブレンディッドラーニングにおいて，持続的な復習活動を促進す

るために，マイクロラーニングに基づく学習が可能なスマートフォンアプリケーションの開発を進めて

いる．本研究では，空き時間等を利用した断続的な学習を継続できるよう，現在の学習状況を視覚的に提

示するとともに，中断した学習の再開や，次に学習すべき項目の選択を容易とする UIを備えたアプリケ

ーションを設計，実装した． 
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1. はじめに 

我々の研究グループでは，これまで，初修外国語

教育を対象とした対面授業と eラーニングによる復

習を組み合わせたブレンディッドラーニングにおけ

る復習用として，マイクロラーニングに基づくスマ

ートフォン学習教材アプリケーションKoToToMoの

開発を行ってきた(1)．ここでは，学習内容を独立な小

さな単位に分割することで，各学習内容を短時間で

学習可能とし，これにより空き時間などを利用した

断続的な復習を継続的に行うことを目指している． 

しかし，実装したアプリケーションを使用した実

践の結果，単純に学習内容を細分化して提供しただ

けでは，取り組むべき学習内容の選択や中断した学

習の再開に課題があり，結果的に学習者の持続的な

復習活動を妨げる要因となっている可能性があると

いった問題が確認された． 

そこで本研究では，これらの問題を解決し，マイ

クロラーニングに基づく断続的な復習を継続できる

よう，ブレンディッドラーニングとして実施される

授業の進捗に合わせた復習の進捗や，これまでの学

習状況に応じた学習内容の選択，ならびに中断した

学習の容易な再開を可能とするユーザインタフェー

ス（以下，UI）を備えた新しいスマートフォン学習

教材アプリケーション KoToToMo Plusを提案し，そ

の設計，実装を進めてきた．本稿では，我々が提案

する KoToToMo Plusの設計と実装について報告する． 
 

2. 既存の KoToToMoの問題 

マイクロラーニングに基づくスマートフォン学習

教材アプリケーションとして実装した既存の

KoToToMo を使用したこれまでの実践の結果から，

既存の KoToToMoでは，学習者が自身の学習状況を

容易に把握可能な UI が備えられていない上，各学

習内容が授業で使用する教科書と対応付けられては

いるものの，現在実施中の授業がアプリケーション

上のどの学習内容と対応しているのかの判断が容易

ではなく，次に学習すべき学習内容の選択に課題が

あることが確認された． 

加えて，学習内容を選択する際も，上位のメニュ

ーから順番にメニューを辿る必要がある上，前回中

断した学習の再開を支援する機能も備わっていない

ため，学習を始めるまでの操作が煩わしいといった

課題も確認された． 

その結果，学習者が当該アプリケーションにより

復習しようとした場合に，すぐには学習を開始する

ことができず，結果的に，目的とするマイクロラー

ニングに基づく断続的な学習の継続を妨げる要因に

なっていた可能性が予想される． 

 

3. KoToToMo Plusの設計と実装 

3.1 マイクロラーニングの継続のための要求要件 

既存の KoToToMoで確認された問題を解決し，ブ

レンディッドラーニングにおける復習としてのマイ

クロラーニングによる断続的な学習を継続可能とす

るためには，学習者が自身のそれまでの学習状況と

照らしながら，授業の進捗に応じて取り組むべき学

習内容を特定でき，また，中断と再開を繰り返しな

がら学習を進捗できる必要がある．そこで本研究で

は，このような学習活動を実現するためのスマート

フォン学習教材アプリケーションが備える必要のあ

る要求要件の検討を行ってきた(2)．以下に，検討結果

として得られた要求要件を示す． 

 異なるシステムやアプリケーションを使用せず，

当該アプリケーション上で学習状況を確認でき

ること 

 授業の進捗に合わせ，取り組むべき学習内容を選

択できること 
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 学習状況を確認する際に，問題ごとだけでなく，

単元ごとや，単元に含まれる問題形式ごとなど，

異なる階層での確認が可能であること 

 必要に応じて中断した学習を再開できるよう，前

回の学習内容を容易に選択できること 

3.2 KoToToMo Plusの設計と実装 

前節で定義した要求要件に基づき，本研究では，

既存の KoToToMoに替え，新しいスマートフォン学

習教材アプリケーション KoToToMo Plusを開発した．

図 1に，今回開発した KoToToMo Plusの(a)トップ画

面と(b)問題選択画面を示す． 

(1) アプリケーション内での学習状況確認 

KoToToMo Plusでは，学習項目の選択画面で，各

学習項目の学習状況を併せて提示する．これにより，

学習内容を選ぶ際に，直接学習状況を把握でき，学

習者は次に取り組む学習内容の選択の参考とできる．  

(2) 対面授業に合わせた復習実施の支援 

授業の進捗に合わせて復習を進捗できるためには，

現在の授業の進捗状況をアプリケーション上でも確

認できるとよい．しかし，そのためには，毎回の授

業の進捗に合わせて進捗状況を更新する必要があり，

担当教員がこれを行うことは現実的ではない．そこ

で本アプリケーションでは，同じクラスの他の学習

者の多くが一定期間内に取り組んだ単元を視覚的に

提示することとした．これにより，他の学習者が集

中的に取り組んでいる単元が確認でき，現在の授業

の進捗状況を概ね予想することができる． 

(3) 問題ごとの学習状況の視覚化 

学習状況を短時間で把握するため，問題の正否状

態（正解/不正解/未着手），記憶度，学習量（学習回

数/学習時間）の 3つを学習状況として提示する．こ

こで記憶度とは，学習直後に高く，時間経過ととも

に指数関数的に低下，低下中に再び学習を行った場

合は再び高くなり，かつ低下速度が緩やかになる値

とする．正否状態が分かることで，学習者は既に正

解した問題，まだ取り組んでいない問題，間違えた

ままになっている問題が一目で把握できる．記憶度

から問題の定着度が分かるので，繰り返し学習すべ

き問題がどれか判断する際に役立つ．学習量は，学

習者が自身の学習活動の実績を確認し，達成感や満

足感を感じる一助になると考えられる． 

実装では，正否状態は色で視覚化している．直感

的に状態を判断できるよう，正解が青色，不正解が

赤色，未着手が灰色とし，正解にはチェックマーク，

不正解にはバツ印も表示している．記憶度は，正否

状態と同時に確認できるよう，正否状態の色の濃淡

で視覚化した．また学習量は，ブロックの色と，個

数または長さで視覚化している． 

(4) 学習形式ごと・学習単元ごとの進捗の視覚化 

KoToToMo には複数の学習形式があり，それらを

満遍なく学習することが望ましい．また学習単元も

複数あり，授業の進捗に遅れずに学習を完了する必

要がある．そのため，学習形式ごと，学習単元ごと

に学習状況を視覚化する場合は，それぞれ，その学

習形式の各問題の学習状況を累積したもの，その学

習単元の各学習形式の学習状況を累積したものを提

示する．実装では，各問題の正否状態と記憶度の色

を累積したバーを表示している．またトップ画面の

各学習単元の開閉ボタンを押すことで，その単元の

全学習形式の進捗を並べて確認可能にした． 

(5) 中断していた学習の再開 

中断前に学習していた問題を選択する手間を抑え

るため，中断前に学習していた問題を視覚化すると

ともに，アプリケーション起動時にその問題を必ず

画面内に提示する．トップ画面，問題選択画面の双

方にある「前回の学習」と書かれた橙色のラベルが，

中断前に学習していた問題または単元を示している．

また，アプリケーション起動時と画面遷移時に，こ

のラベルの位置まで自動スクロールすることで，中

断前に学習していた問題を画面内に提示可能とした． 
 

4. おわりに 

マイクロラーニングに基づく持続的な学習を可能

とするために，既存の KoToToMoに替え，新しいス

マートフォン学習教材 KoToToMo Plusの開発を行っ

た．現在，初修中国語授業の学習者約 200名を対象

とした実践を行っており，今後，アプリケーション

の利用状況の分析と印象評価を行い，提案アプリケ

ーションの有効性評価を行う予定である． 
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(a)トップ画面 (b)問題選択画面 

図 1 開発した KoToToMo Plusの実行画面 
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